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地元の優れた古代文化の伝え方への疑問 
  

高ヶ坂石器時代遺跡（敷石住居跡として、大

正時代に国内で発見第 1号）には、「牢屋遺跡」

があり、最初の遺跡発見時点に建屋で覆われ、

現在は新規に建て替えた建屋内で保護された

状態で、室外からガラス越しに観察することが

できます。 

 

 
 野外にある稲荷山遺跡（配石遺構）は、大正

の発掘時の土器・石器類は当時の帝室博物館に

収蔵され、その後行方不明と説明されていま

す。現場は当時埋め戻しが行われ、近年の再調

査で、改めてこの遺跡が住居だったかどうかは

不明と判定され、埋め戻し保護した上に、現場

に配石を再現していると記載していますが、歴

史ある遺構の在り方として扱いが軽すぎます。 

  

鳥取市：砂の美術館は新企画構想の産物 
 

 鳥取市を視察で訪ねました。その際、有名

な鳥取砂丘だけでなく、「砂の美術館」（2006

年～）を初めて見学する機会を得ました。 

 「砂の美術館」は、天然の地元産砂を使っ

て年間の１シーズンを用いて造形し、残りの

シーズンを展示期間とするもので（2019/4/13

～202/1/5）毎年作品が全て新たに構成されま

す。砂を使った作品を作る世界中の芸術家が

集い、館内に１つのテーマ（今年は砂の世界

旅行・南アジア編）にそった作品群を製作・

展示するものです。 

 自然が時間をかけて造り上げた「砂丘」と、

「砂の美術館」という毎年異なった作品を会

場内で作成・展示する施設が、相乗効果を上

げる優れた環境となっていました。 

 

 

★ 政党無所属・市議会は保守の会 mail : yoshidaben@gmail.com 
URL http://j-expert.jp/  動画 http://jp.youtube.com/yoshidaben  

編集者 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12 サンホワイトＥ103-13 吉田つとむ（自宅） 
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町田市議会議員 ３期連続トップ当選 
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取材・記事作成・総合編集 

 
左上はブログ 

右上は新規の 

ビジュアルサイト  

インターン生募集中 
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研修レポート⑨ 田代杏夏 
 

 
本会議一般質問を傍聴しました。本会議の

一般質問とは、議員が行政側に対し、政策に

ついての提言や行政の課題や状況について、

報告や説明を求めるものです。今回の会議で

は 7 名の議員が一般質問を行いました。吉田

議員は、容器包装プラスチックの分別事業に

ついて、駅前路上喫煙の禁止について、リニ

ア中央新幹線工事と町田市の恩恵について、

住宅地の旗竿地と建築規制について全部で 4

つの内容を一般質問しました。私が住んでい

る地域でも容器包装プラスチックは分別して

出す決まりです。実際、分別するのは少し手

間がかかると思います。ですが私はプラスチ

ックをリサイクルするなら、分別しないまま

回収されてからプラスチックだけ取り出すよ

りもコストは抑えられるし効率も良いと思い

ました。吉田議員は南町田駅について駅の整

備に合わせ禁煙にしないのかという提言をし

ていました。駅の整備に伴って駅だけでなく

その周辺についても考えていくことが大切だ

と感じました。 

研修レポート⑥-1 長井健太 

東京ビッグサイトで開催されている「Japan 

IT Week」を見学しました。このイベントには、

ソフトウェア・アプリ開発・AI(人工知能)な

ど、IT 分野で事業を展開する多くの企業が出

展しており、自社のサービスの紹介のほか、

商談などの取引が行われる場にもなっていま

す。会場内はいくつかのジャンルごとに区分

けされていたため、それぞれの分野での大き

な傾向をうかがい知ることができましたが、

全体的な傾向として、働き方改革の一環とし

ての業務効率化という要素が強く感じられま

した。これまで手作業で行われることが一般

的であった議事録や資料の作成を一括して行

うアプリケーションや、遠隔地との電話会議

やチャットの導入による時短など、ツールの

種類も中身も異なるものの、最新のビジネス

トレンドがいち早く反映された場であること

を実感しました。その一方で、これからの時

代を考えるうえで欠かせないツールであろう

AI を活用した事業展開が、業務自動化やビッ

グデータの分析という限られた分野にとどま

っていることが意外でした。人間が学習をさ

せなければ AIも宝の持ち腐れであり、過去の

発想にとらわれない柔軟な活用法が求められ

ているように思います。 

 

★ 吉田つとむのインターンシップは 1998 年に開始、町田市役所のインターンシップ受け入れや、中学生の職場体験に先行実施  
★ 大学生・院生を対象に、議員活動に同行することを通じて社会勉強を支援しています。 

インターン希望の方、関心がある方は、ホームページの掲載要旨をご覧の上、ご連絡ください。 
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